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Gide的美学と古典主義
＊ 
ーモラJVの問題 (2)-
重 本 利
ー
アフリカ旅行を機会に，過去の生活とはっきり訣別したことを示すために， AndreGideは，
それまで肌身はなさずもちつづけていたバイブルを手放してしまった。①その代りに彼は，
Biskraにおいて回復期を過しているあいだに， RimbaudとGretheを読んでいた。これは
まさに，再生を目指す Gideにはふさわしいものであった。 彼は Rimbaudの詩のなかに，
自分自身が発見した偉大な感動の，強烈な反響を見出すのであった。後日彼は，次のように害
いている。「~Les Illuminations• は，私の人生のなかでもっとも重要な回復期の数ヶ月のあ
いだ，私の路銀であり，ほとんど唯一の私の糧であった。」① 以前にも彼は Rimbaudを読ん
だことがあり，その波乱に富んだ生命力に大いに刺戟されたものであるが， しかしそこには，
ある種の自責の念が含まれていたことも否定できないように思われる。c 同様に彼は， 18オの
ときから Grethe にも親しんでいたが，とりわけ 1892 年に~Prometheus►を読んだとき，そ
の~Journal►のなかに，次のように書かざるを得ない気持に駆られていた。「いまにもまた，
あの気違いじみた神秘主義に逆もどりしそうな気がする。炉つまり，処女作~Les Cahiers d' 
Andre Walter• の時代は， Gideがこれらの書物から得たものを，現実に発揮する段階では
なかったわけである。
とはいうものの， Alger のオアシスで ~Dichtung und Wahrheit• を読んだとき， Gide 
は「一種の啓示を受けた」ことを， ~N. R. F.• 誌に発表された Gretheに関する論文のな
かで告白している。⑨その時期に~Romische Elegien• を読んだ Gideは，そこに述べられ
ている「快楽の正当性」 Oalegitimite du plaisir)を大いに賞讃している。 GretheはGide
＊ 本稿は， Gideの社会的態度に対する道箇的基盤について論じた「《LesNourritures terrestres》
以前の AndreGide」（東西学術研究所紀要第1輯）の続編であることを明記する。
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に，一つの確信と，自己の本性に忠実であろうとする堅い決意をもたらした。 さらに Grethe
に関する Gideの論文は， Biskraにおける Gideが，どのようにして自己を表現し，描写し
たかをも物語っている。 「また私は，清教徒的モラルの絆から脱出しなければならなかった。
このモラルは，一時的に私を頑なにし，私に反抗を教え込むことができた。しかし，いまでは
もはや私は，このようなモラルに対して，束縛とわずらわしさを感じるだけであった。したが
って，このモラルが私に与えてくれた抵抗力を，いまとなっては，このモラルに挑戦するため
に適用しようと私は決心した。」⑥ すなわち AndrもGideは， Rimbaudや Gretheの作品の
なかに，啓示よりも一つの確証を見出したのである。
ところで，最初のアフリカ旅行が Gideにもたらしたものも，また一つの確証であった。つ
まりそれは， Gideが自己の内部で抑制しようと努めていたすべてのものが，本来のあるべき
姿をとりもどしたという実感である。いうなれば，真実の自然な自己の存在を主張することで
あり，また，自分の性的抑制を説明することである。 この性欲の問題に関しては， Gideは異
常な自分の状態を，自己の受けた教育の結果や，ある偶然の結果とはみなさずに，心の奥底に
深く根をおろしたもの，文字どおり神によって与えられたものとみなすのである。この点につ
いて Gideは， 「私の生まれつきが，普通一般に許容されているあの解決法を避けるものだと
いうことを，どうして理解することができたであろう。そのうえまた，この解決法たるや，私
の清教徒主義が排撃するものであったことも考えなければならない。」⑦と述べている。詩人の
新生を不滅のものたらしめている<LesNourritures terrestres• の，あの熱狂的な数行は，
自己発見を歌い上げているのでもなく，周知のような彼自身の傾向の激化を歌い上げているの
でもない。それはまさに， AndrもWalterが探し求めていた道であった。歩きはじめるまえに，
彼は何回かこの道を横切ったことがあった。それは， <Hymneen guise de conclusion• の
なかの象徴的な星のように，あらかじめ決定され，運命づけられたものであった。 「各人の道
は引かれている。そして各人はその道を見出す仰のである。
?
熱烈な自己探求の過程において, ~Les Nourritures terrestres• の詩人は，イエス・キリ
ストのことばの真意を，あらためて確認しようとしている。内的な心の調和を保ちつづけるた
めに，彼は「DionysosとApollonの争いの調停を，イエス・キリストに委ねる用意ができて
いた四のである。 アフリカから帰国して，ふたたび福音書を手にしたとき， Gideはこう述
べている。 「新しい眼であの書を読むと，私は，それが精神と文字の両面において光り輝いて
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いるのを感じた。良キリストの真のことばが，教会 (lesEglises)によって歪曲されている点
に着目した Gide は， ~Le Christianisme contre le Christ• と題する書物を書くことを思い
立った。⑪ 1896 年以降に~Journal►のなかに挿入された~Morale chretienne~ という部分に
は， Gideがこの書物のために準備した抜幸のいくつかが含まれている。それらの数ページの
なかで彼は，カトリシスムとプロテスタンティスムの双方を批判し，両者は「そのなかで精神
が窮屈がっている固い鞘や殻である」⑬ と述べている。 そして，キリスト教の教義を拒絶した
後でも，彼は自己の新しい倫理を証明するのに，キリストのことばを援用している。「福音書を
くり返し読んでみたが，キリストのことばにして，家庭とか結婚とかを裏づけして，強固たら
しめるようなことばはもちろん，それを許していることばすら見当らなかった。反対に，それ
を否定していることばは見つかった。但さらに同ページの少し前の部分でも， Gideは， 自分
がキリストのことばのなかに読みとった革命的なメッセージについて，次のように語っている。
「新教が教会の階級をしりぞけながら，なぜ同時に，聖パウロ (saintPaul)の圧迫的な諸
々の掟や，彼の使徒書の独断主義をもしりぞけ，福音書の価値のみを高めようとしなかったの
か，私には不審である。思うに，まもなく人びとは，キリストのことばを束縛より解き放して，
それを，これまでよりもいっそう解放的に見せるにいたるであろう。キリストのことばは，蔽
いをとられればそれだけ，いっそう劇的に見えてくることであろう。すなわち，究極において
家庭を否定し（人びとは，キリストのことばを楯にとって，家庭をなくしてしまうであろう。）
人間をその環境から引き抜いて，彼自身の生活をとらしめ，また，キリストの例を示し，キリ
ストの声によって，地上にはもはや所有すべき財産などはないこと，頭を休ませる場所すらも
ないことを教えるであろう。おお，こうした放浪状態 (etatnomade)の出現，私の魂は，心
からおまえを望んでいるのだ！ こうした状態においては，人間には，自分たちだけが閉じこ
もるといった家はなくなって，自分の義務や愛情を，あるいは自分の幸福を，某々の人間のう
えに限定することはなくなるであろう。」⑭
本質的にいって~Les Nourritures terrestres• は，欲望や本能の称讃であるよりも，むし
ろ先に引用した~Journal►に暗示されているような，く放浪状態〉の熱烈な宣言である。 An-
dre Gideは，完全な無私無欲と感能の世界に身をおくために，＂因習的な家庭や，既成のモラ
ルや，伝統的な教育によって与えられるいっさいの虚飾をふり捨てる。彼は，神をまえにして
のバイプル的な意味における無罪の心情をもって，この新しい世界を想起するのである。まさ
に彼は，教育以前の，理想的な形としての幼少年時代に対して，烈しいノスタルジーを惑じる
のである。そこにおいては，すべての行動は自然発生的で，利害を超越し，すべての感動は，
?新鮮かつ即時的である。またそこにおいては，ためらいや，悲劇的な知性や，宗教上の制約な
どが，人間生活の純粋なよろこびを妨げることもない。 ~Biskra が実際に再生の場所になって
以来，彼は，ほとんど想像力をはたらかせる努力をすることなしに，自分のために一つのエデ
ンを創造した。このエデンのなかでは，人間の歓喜に満ちた崇高な詩情が，その人間に関する
いろいろな事柄を，あからさまに表明するであろう。さらに，＜瞬間〉は広大無辺なく永遠〉に
-~Numquid et tu• のなかで， Gide が再度強調している一つの観念に—通じるものと
なるであろう。つまりそれは，人間個人が，物質的にも精神的にも，まったく無私無欲の状態
で，自由に生きることのできるような天国である。そうなれば，完全な受容性と感受性と流動
性をもって，彼は自分に与えられたごく自然な快楽を，心ゆくまで味わうことができるであろ
う。このような純粋無垢の状態は，戒律や掟とは無関係であるので，キリスト教的な罪の意識
は存在しないことになる。 福音書が本来的な意味を附与されるやいなや，すなわち，「わが名
のゆえに，その兄弟を，姉妹を，あるいは母を，妻を，あるいはまた子供を棄てし者は，百倍
の報いを受くべし。匹というイエス・キリストのことばが示すとおり，家庭が否定されるやい
なや，「愛の対象は，無限に拡大してゆくもの」⑯である。
さらに現実的な面から見れば， ~Les Nourritures terrestres• は，真実の自己の本性を貫
くために，あるいは，良心の命ずるところにしたがって生きるために，個人の義務を強調して
いる。かつて Gideは，自分の立場に完全に忠実であったといわれ得るとしても，彼は，内的
葛藤なしにこのような立場を選んだのではない。著しいのは，極度に Gretheを称讃した後で，
アフリカから帰った Gideは，たとえば MarcelDrouinに宛てた手紙のなかで，こともあろ
うにこのドイツの詩人をののしっている点である裏 YvonneDavetは，このような Gideの
態度は，教えを得た後では，いかなる師匠からも完全に独立したいという，彼の熱烈な欲望の
あらわれだとみなしているが皇さらに彼が， Gretheを ennemiや adversaireなどと呼ぶ
のは，おくればせながら，初期のあの AndreWalterismeが復活したことにもよるのではな
いだろうか。⑲
?
~Les Nourritures terrestres• が話題になっていたときに， Gide は ~Paludes► を書い
ていた。 彼はこの作品を，自分の過去に対する負債，「一種の掘り出しもの」，「病人の作品」
だと考えた。R しかし，実際にはそれ以上のものであった。この ~Paludes► には，最初「偶
然性に関する試論」という，諷刺的な副題がつけられていた。作者 Gideの，歪曲された自己
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投影である主人公の Tityreが前面に押し出されているこの作品は，変化することのない社会
に復帰した，エデンの住人の疎外感を示している。その社会では，従来のしきたりや道徳上の
タプーが，相変らず無意味なくり返しをつづけている。峻厳な宗教や，象徴主義者たちによっ
て強制されたモデルから遠ざかって，アフリカの見知らない土地で根こぎにされているあいだ，
青年 Gideにとって，はかない天国へ逃避するのは比較的容易なことであった。事実彼は，自
分の個人的体験から得た教訓を，万人共通の法則として一般化し， MauriceBarresの理論に
対抗して，自己完成のための条件を根絶する自発的行動を起こさなければならなかった。＠ ョ
ーロッパに帰ってきた Gideは，いま一度，つきることのないモラルや宗教上の戒律の犠牲と
なったのである。
ところで，死を意識しつつ， Sousse近くの砂漠で，はじめてアラビヤの少年を抱きしめた
とき， Gideはこのうえもないよろこびを感じることができた。彼はこの体験を，さりげない
ことばでもって，次のように語っている。 「何と砂が美しかったことだ！ 夕ぐれどきの愛す
べき壮麗さのうちに，何と美しい光線がぼくの歓喜をおおい包んだことだ！」＠絶望的で強烈
な内的葛藤がそれにつづいた。 このアバンチュールの後， Gideはさらにこう書き加えている。
「Sousseにおけるあの出来事以来，ぼくはみじめにもまた例の悪癖に陥っていた。」⑲ またフ
ランスヘの帰途，イタリーの Comeにおいても， Gideは束の間の同じような体験をした。
「Comeの湖の若い舟子と舟のなかで，ある晩のこと，（それは Brevineへゆくしばらくまえ
のことであった）湖から立ちのぼるもやのような夢心地と，岸からくる， うるおいがちなもの
の匂いと溶け込んだ月の光が，そのときのぼくの洸惚を包んでくれた。その後この日まで，何
ごともなかったのだ。あったのはただ，答えのない呼びかけと，目的のない衝動と，不安と，
たたかいと，疲労の多い夢と，妄想による興奮と，いまわしい自省とに満ちた，いたましい空
ろな砂漠だけであった。」@Gideがついに，自己の規範としてユラニスムを受け入れたのは，
1年後， OscarWildeとともに Alger滞在中のことであった。 回想録には次のように記さ
れている。 「ああ，何という地獄からぼくははい出してきたことか！ ・・・・いま，はじめてぼ
くは， 自分の正常を見出したのであった・・・・・・ぼくの歓喜は絶大であった。艮 したがって，
~Paludes• が沈滞しきった状態を諷刺しているのは，このような背景にもとずいてであった。
この作品は，生命の誘惑をおくらせるという効果のない試みであるよりも，むしろ，その延期
に対する痛烈な批判にほかならないのである。
1897 年に完成された~Les Nourritures terrestres• は，自分自身や，自然や，事物や，存
在するすべてのものを吸収することを示す，作者の抒情的な表現に溢れている。もはや事物は，
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詩人によって探求されるべき深い現実の外的なシンボルではなく，現実そのものである。眼に
見えない現実は，輝かしい太陽の光を受け止めることはできない。 「・・・・こうした見事な藻草
も，水から出されると，どうしてこんなにも色褪せてしまうものか。」⑳ それぞれの事物や人物
は，地上における神のあらわれである。そのときまでに書かれた作品のなかで明らかにされて
いるとおり，以前のような事物や人間からの Gide的逃避は姿を消し，それに代って，その事
物や人間を熱烈に追求する方向が新しく打ち出された。というのは，それらの各々にはよろこ
びが期待できるからである。 この時点では， Gideは心のなかに，明確な形で社会的な目的を
もっているわけではなかったが，自然に貧しい人びとに誘きつけられるようになっていた。彼
は，感情的で美学的な理由から，彼等との接触を求め，彼等のなかにある種の詩情を見出した。
そしてまた，いまや自分自身が秘密のうちに快楽を追うことが非難されているからには， Gide
は貧しい人びとのなかにも，何か秘密なものがあると想定したのかもしれない。 とにかく
Gideは，ばく大な愛情を，これまで不確かであった愛情を， それらの人びとのうえに，惜し
みなく注ぎかけた。彼は切々とした口調で，こう語っている。 「私は，ありとあらゆる放浪者
に出会うこともできようかと，みずからも放浪者となった。どこに身を温める場所を求めよう
かも知らないすべての人びとに，優しい愛情のかぎりをつくした。また，放浪するすべての人
びとを烈しく愛した。四しかしながら，神と自然に対する Gideの讃歌を読んだとき， Fran・
cis Jammesは， Gideがエキゾチックな地上の果実を禁じられている貧しい人びとのことを
忘れていると強く非難している。 Jammesは，「もしきみが奉仕するために立ち上っていたな
らば…・」Rと述べて，自分の遺憾の意を表明している。 このような田園詩人の批判に対して，
M如alque的な Gideはこう抗弁している。「すべてを歌い上げた後では，田畑の宝庫，あら
ゆるものの自然な美しさ，つつましい食事の陶酔以外の何を，私はもっているだろうか。」⑲
~Les Nourritures terrestres• の作者は，社会問題に関連すべき自分の新しい自我に，あま
りにも有頂天になっていたのである。
~Les Nourritures terrestres• の末尾には， 「他入 (autrui)の重要さ，彼に話しかける
•…」＠ という一節が見られるが，この場合の他人に対する訴えは，社会に奉仕したいという
熱意のあらわれであるまえに，まず，自分の初期の作家活動について語る，ひとりよがりな小
説家の熱望であるようにも思われる。次の回想が，この事実をよく物語っている。 「私に必要
であった筈の友人は，私に，他人に興味をもつことを教え，そして私を，自分自身から引き出
してくれた人間である。つまり，それは小説家である。」R1894年5月10日付けの，もう一つ
のMarcelDrouin宛ての手紙のなかに述べられているとおり，彼の sympathieは美学的性
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格をもっている。＠すなわちそれは，自分自身を非個性化する作者の能力であり，創造的な「対
話の状態」 (etatde dialogue)に通じるものである。 このような sympathieは，そのこと
ばのもついくつかの意味のために，すでに愛他主義の宣言であったことが認められる。しかし
ながら，この時期においては，そこに含まれる文学上の意味が，もっぱら強調されていた感が
ある。
彼の書物はあまりにも秘教的であったので，出版当時のあの流行とは全く対照的な結果を生
み出してしまった。 <LesNourritures terrestres• の失敗は， Gideにとって，文学からの
追放を意味するものであった。そしてこれは，いずれ明確な形をとってあらわれてくる，あの
性欲からの追放とも無関係ではなかった。そこで彼は， Francis Jammesに次のように書か
ざるを得なくなった。 「私の周囲でふたたび閉ざされたこの社会での私の唯一の役割ー一幸い
にも，もはやそこには，自分のいるべき場所を見出さないし，また，神に近づくにつれて，そ
こから遠ざかってゆくので一一私の唯一の役割は，その社会に対抗して自己を高めることであ
る。」@Gideはまず最初に，モラリストとしてこの役割をおこなわなければならなかった。そ
して，老境に達してからは，社会改良家としてこれをおこなわなければならなかった。 Fran-
cis Jammes宛ての手紙の少しまえに， 彼は AndreRuytersにもこう書き送っている。
「<LesNourritures terrestres• は，すでに犠牲的精神の新しい形態を教えている。 利己主
義的な人びとは，唯一の憎むべきものである。・・・・彼等に，彼等のハゲタカに対する愛情を与
えなければならない。」Rハゲタカに言及している点と，金言風の最後の文章に含まれる一般的
な意味は， <LePromもthもemal enchaine• の悲壮な訴えを想い起こさせる。この書物は，
<Les Nourritures terrestres• のすぐ後につづいて出版されたが，そのなかで Gideは，も
はやたんに芸術家として発言しているだけでなく， ヒューマニストとしても発言しているので
ある。
?
それ以後モラルの問題が， AndreGideの作家活動を大きく支配することとなった。大部分
の作品のなかで，彼は個人的なモラルと宗教の問題を扱い，不合理にさえ思えるほど，両者の
もつれを強調し，読者への教訓として，非体系的な結論めいたものを暗示している。しかしな
がら，象徴主義者的な体質から，彼は，芸術作品に対して強い関心をもちつづけていた。いう
なれば，「良い感情は，たんに悪い文学を生み出すだけである。」との信念を捨てきれなかった
のである。 モラリストと芸術家という，一見矛盾した態度を両立させるために， Gideは一つ
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の美学理論を展開したが，その控え目な表明の仕方には，非常に注目すべきものがある。明確
に表現されず，たんに暗示されるだけの，芸術作品に含まれる道癒上の内容は， Gideが「神
の役割」 (lapart de Dieu)と呼んでいるものを構成している。 Gideはもち前のイロニーに
よって，自分自身と，自分の肉体から作られた作中人物とのあいだの相異を明示した。そして，
喜劇のもつ特異なセンスの助けを借りて，彼は，道学者的な堅苦しい格言主義に陥らないよう
に心がけているのである。 Gideは，フランス古典主義のすぐれた伝統を受け継ぐ立派なモラ
リストたろうと努め， Montaigneのように，彼独自の問題に， 普遍的な性格をもたせようと
するのであった。
自己解放の時期から，芸術家 Gideは，自分の作品のなかでは，モラルの問題に最高の位置
を与えていた。 Henri Drainに宛てた次の手紙には，その頃の Gideの態度がよく反映され
ている。
「私の青春時代には，また，清教徒的な自己形成から脱したときには，モラルの問題が大い
に私を悩ました。それは私にとって，いうなれば非常に重要で，根本的なものに思われた。
く文学者〉として私は，モラルの問題や，苦悩や，その結果生じるすべてのものを，私の蒸溜
器に投げ込むことによって，それらの苦悩から解放された。 〈芸術至上主義〉の教えは，モラ
ルの問題を包含することを拒絶するところにのみ，破滅の原因があるように思われる。モラル
の問題のうえに主権を拡大するのは，ひとえに芸術家次第であるように思われる。」⑮
Andre Gideは，象徴派のグループが，道徳上の問題を無視して，美学上の問題にしか関心
を示さない点を指摘している。同じ手紙のなかで Gide は， ~Journal►における「芸術作品
は，作者が誇張する一つの思想である。」⑭ という警句の意味を露骨にあらわして，次のように
附言している。「~Les Nourritures terrestres• の時代にも， ~L'Immoraliste►の時代に
も， ~La Porte etroite• の時代にも，私は一つの立場を， 一つの倫理上の主題を， あらゆ
る点から検討し，不合理なほどにまで，憔悴するほどにまで，自分の提案を押し進めることに
もっばら気を配っていたのである。」
道徳上のメッセージを伝達するという意図をもった芸術家にとって，もっとも危険なのは，
問題劇や問題小説を書くことである。 Gideはそのことをよく知っていた。 「芸術作品は何も
のをも証明すべきではない。芸術作品は，ごまかしなしには何ものをも証明することはできな
いのである。」＠すなわち，芸術作品それ自体が，本質的に究極目的である。芸術作品は，それ
が引き起こす影響に関与すべきではない。芸術作品は，芸術という目的以外の，いかなる目的
にも奉仕すべきではない。 これらの点を， Gideは次のことばでもって強調している。 「芸術
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においては，功利的観念ほど無駄なものはない。」R彼は機会があるたびにこのことをくり返し
ている。 たとえば， PaulBourgetの小説について語ったときもそうであった。 Bourgetの
~Le Demon de Midi• に関する Gideの批判は痛烈である。
「彼の生産するものに対する食欲は，彼の時代とともに去ってゆくであろう。こうした功利
主義的な芸術は，ほんの一時的なものである。そしてそれは，功利的でなくなれば，もはや歴
史的な好奇心以外の興味は呼び起こさない。彼の作品のくまじめくさった〉 (serieux)様子す
らも，見る人を嘲笑させる。そして，自分自身に対する皮肉の欠如は，ただちに読者の皮肉を
招くであろう。また，すでに招いているのである。」⑲
作家のメッセージは，それが先天的に外部から課せられたものよりも，むしろ，彼自身の心
の命ずるところに一致するとき，最後的には，はるかに大きな有効性を発揮するものである。
「利益を離れた思想は，予想された思想や，あらかじめある利益のために規制され得る思想よ
りも，実際にはいっそうの有効性をもっている，と私は思う。」＠と Gideは述べている。 こ
のようなメッセージは，一般的な人間の利害に関係する，たんなる附随的で歴史的な価値を，
はるかに凌ぐものであるにちがいない。モラリストでもある芸術家は，自己流の教訓をカムフ
ラージュするための，美学上の理由にしばられている。 Gide自身も「偽装は芸術の一条件で
ある。」＠と断言しているとおり，彼にとっては，感情を抑えることが絶対的な規範となるので
ある。したがって，読者すなわち公衆は，芸術家に偽善を強いる義務があるともいえるであろ
う。とにかく，芸術家としての自己の理想と，道徳上の観点を表明するための自己強制とのあ
いだで板ばさみになった彼は，自分の作品を通じて，偽善というものの高度な形態を追究して
いるのである。そして彼は，自分自身の態度を，一般的な文学上の法則に関する問題として規
定している。生涯の最後の数年間に反省しているとおり，彼にとっては，芸術の機能は，つね
に道徳的で人道主義的なものにとどまっている。しかし，作品のなかでは，この点は表面化さ
れていない。 「人間をその本来の姿以上に高めること，その人間を重圧から解放すること，ふ
るい立たせ，安定を得させ，警告を与え，節度をもたせることによって，その人間がいっそう
すぐれたものになるのを助けてやること，そこにこそ，文学のひそかな目的があるのではない
だろうか。」＠これは Gideの偽らざる告白であろう。 ところが彼は，道穂上の意図を秘密に
することを固執して，さらにことばをつづける。 「私は秘密の目的という。なぜなら，人を教
化するもの，道癒的にするもの，愚かにするものほど，悪いものはまたとないからである。」
そして，なお Gideは，もしも作家が，自分の作品の柔軟な可変性の特質に関与することがで
きるならば，そのときこそ，ほとんど自分の知らないあいだに，美学と道徳は一つに結びつく，
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とつけ加えている。 1947年に，老モラリストがこれを書いたとき，彼は初期の時代の宜言を，
もう一度くり返したことになる。すでに1905年に彼は，架空会見記者に向かって，モラルの問
題は，「われわれの書物がそれでもって織りなされる布地だ 1」＠と語っている。しかしながら
そのとき，両者の緊密な融合のなかにも，おのずから段階があることを認めて，彼は「道徳は
美学に従属するもの良と結論づけている。要するに，芸術作品における倫理と美学の区別は，
内容と形式との伝統的な区別と同様に，まさしく困難なものである。
道態上のメッセージを伝えるという意図をもつ芸術家は，そのメッセージを組織的に公式化
しないままで，秘密に包んでしまっている。こうしてあらわれた書物は，少なくとも二つの面
からとらえることができる。その一つは逸話的な面であって，そこでは，作中人物やプロット
は，作者の手で，明確に輪廓が与えられている。そしてもう一つは，暗示された思想のあいま
いな面であって，読者はこれを，自分自身の個性や体質によって補充しなければならないので
ある。 Narcisse的な Gideが， Dostoievskyについて「彼にあっては，イデーは個人として
以外にはけっして存在しない。」Rと語っていることでもわかるとおり，作中人物の機能はイデ
ーを支えることである。また，事件は作中人物の性格と一致するものである点について， Gide
は ~Paludes► のなかで，次のように述べている。「いったい出来事というものは，性格に順
応したものだ，ということを納得しなければならない。そこに立派な小説の秘訣があるのだ。
われわれが出会う事件で，他人が出会うようにできているものはない。」R人物と，その人物が
引き起こす事件との役割は，それらを動かす思想を暗示することであり，それと同時に，その
思想をかくすことでもある。作者が書物の行間に意識的に挿入した意味は，その作者の意識を
越えた，思いもよらない方向に発展することがある。しかしそれは，作者の思想を立て直すに
当って，読者の積極的な協力を要求するためには，むしろ望ましいことであろう。 ~Paludes►
の序文に見られるイロニーは，この書物の全体的なムードとほどよく調和しているように思わ
れる。それはまさに，先に述べた「神の役割」に関する定義にほかならない。
「私は，自分の本を他人に説明するまえに，他人の方から説明してくれればいいと思うのだ。
あらかじめ説明しようとすることが，すでに本の意味を拘束することだ。いったいわれわれは，
自分は何をいいたいのかを承知しているにしても，はたして自分がそれをいったかどうかは知
らないのだから。人はつねに，それ以上のことをいうものだーーとくに私に興味があるのは，
この本のなかに，私が知らないでもたらしたものなのだー一この無意識の部分，これを私は神
の役割 (lapart de Dieu) と呼びたいー~著作はつねに協作である一一筆耕的部分が少なけ
れば少ないほど，神のもてなしが大きければ大きいほど，著作の価値は大きいのだー一到ると
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ころに万物の啓示を期待しよう。公衆からは，われわれの制作の啓示を期待しよう。」＠
1920 年代の半ばに，代表作の~Les Faux-Monnayeurs• を完成したとき， Gideは，自分
の芸術について深く反省している。彼は次のような注釈によって，さきほどの~Paludes►の
序文を敷術し，補足している。 「書物の価値を作り出すものは，人びとがそこでいっているす
べてのことではない。書物にひそかに糧を与えるものは，人びとがそこでいうことのできない
もの，そこでいおうと思っているもののすべてだ。」Rこの発言は，無意識な「神の役割」の，
慎重に意図されたアスペクトを啓示するものであり，結論的に Gideはこういいきっている。
「要するに私は，私の思想をいうよりも，それをかくすことにいっそう気を配っている。そし
て，その思想をさらけ出すよりも，真にそれを探し求めている人に，それを発見させる方が，
私にはふさわしいように思われる。」R実際のところ彼は，読者に対して，自分の作品の意味を
あばいて見せる権利を否定することによって，自分の思想が誤って解釈されることに抗議をお
こなっているのである。これを証明するには次の一例で十分であろう。 「人が書いたものは，
その人が書こうと思っていたものではないということを証明しにかかっている，あの批評家た
ちほど，人びとをいら立たせるものはない。艮結局のところ「神の役割」は，本質的に，その
「謙譲の美徳」 (lavertu de reserve) によって，象徴主義と古典主義の接点を打ち立てたの
である。RAndreGideは，自分の身に備った無口という特質のゆえに， 自分自身を「古典主
義の最上の代表者」＠と呼んでいる。彼によれば，「ロマン派の作家は，つねにことばのこちら
側にとどまっている。したがって，たえずその向こう側に，古典主義の作家を追求しなければ
ならない」⑲ ことになるのである。
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作者の沈黙は，読者の積極的な協力を要求する。寓話風な性格を帯びた彼のいくつかの書物
は，逸話的骨組みを示しているのであって，読者はその骨組みのうえに，自分の個人的な道徳
上の結論を打ち立てることができるのである。こうして~Les Nourritures terrestres• の作
者は， 「私はある書物を書きたいと思う。そのなかできみは，きみ自身の情熱のほとばしりし
か見ないと思うだろう，そんな書物を・・・・艮 という原則を，ごく詩的に表現したのであった。
~Paludes• や，それにつづく作品が彼の脳裏に共存していたとき， Gideは MarcelDrouin 
に宛てて手紙を書いた。そのうちのある部分はさきにも引用したが，これは，彼が一つの「信
仰宣言」 (professionde fois)と呼んでいるものである。そのなかで彼は，自分がなりたいと
望んでいる作家の理想像を描いている。 「彼にとっては，明瞭に，冷徹に，そして情熱的に，
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人生というもののいろいろな形を説明する必要があった。そして彼の結論は，読者に対する直
接的な質問になるべきものであった。すなわち私は，読者を追いつめて，その質問に答えるこ
とを強要するのが，大へん好きである。」⑮書物は，読者に向かって強制的な道徳上の問題を提
示するものであって，読者はその書物を読むにつれて，おのずからモラルの選択をおこなうこ
とになる。有効かつ公正な道徳的行為は，自由な選択権をもつべきであると確信した Gideは，
同じ手紙のなかで「私は，自分の考えを受け入れさせようと努めることをさし控える・・・・自分
の役割を規制する，あるいはむしろ，他人に，独力で，ついには重要な個人的結論を引き出す
ことを考えさせるように努めるほどにまで，自分の役割を拡大する・・・・」⑲ と断言している。
彼は，他人に自分の観点を執拗に押しつけたがるカトリック教徒の，いわゆる「ジェスオット
的侵略」 (usurpationjesuitique)に，強い反発を感じるのであった。 しかし彼は，直観的に，
しかも適切に，このような自己宣言から Pascalの名を除外している。 Pascalは，信念とい
うものの，もっとも納得できる意味について反省したとき， 「一般的に人びとは，他人の精神
のなかに生じた理性によってよりも，人びとが自分自身で見出した理性によって，よりよく自
己を信じるものである。」cと述べている。事実作家にとって，ある人間に，到達させたいと望
んでいる結論を，みずからの手で公式化するように仕向けることほど，その人間に信念をもた
せるための好ましい方法があるだろうか。 Gideにおける結論の拒否，あるいは表面的な公平
無私ともいうべきものは，相手に信念を抱かせるための，彼なりの巧妙なやり方にほかならな
いのである。作品のなかではさりげない態度を装う方が，かえって自己の道癒上のメッセージ
をよりよく伝え得ることを， Gideは知っていたのである。
アフリカ帰りの旅行者として，苦しい道徳上の閻題の形で示されるこのようなメッセージを，
Gideは作品の世界を通じて伝達せざるを得ないことを痛感した。 したがって，彼のフィクシ
ョン風の作品も， <Journal► や回想録や手紙類と同様に，あるいはそれ以上に，はからずも
＜告白〉としての色彩が強くなっている。R たとえ Gideの創造した人物たちが，たんなる彼
自身のおき替えではないとしても，その人物たちは，やはり Gideの肉体からもぎ取られたも
のであるといえる。 この点を認めて， Gideは「作中人物は，ちょうどイヴのように，作者の
肉体そのものから全く完全に作り上げられているときほど，私の関心をそそることはない。」⑲
と注釈をつけ加えている。作者は作中人物を媒体として，フィクションの世界のなかへ，自己
の真実の苦悩を投げ出し，そうすることによって，その苦悩から逃れ去ろうとしているのであ
る。 Gideも述べているとおり，それぞれの主人公は，「適切にいえば，特異な個人的苦悩の放
出にほかならない戸のである。つまり， Gideの目標は，自分自身の苦悩を読者に分配するこ
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とによって，その読者の倫理的態度と，その読者が属している社会の倫理的構造を，再検討せ
ざるを得ないように仕向けることであった。
こうしたきびしい精神上の目標を支え，公衆の注目を維持するために，無感動な観衆の面前
で，爆竹を鳴らし，けんらんたる絵巻をくり拡げるあの Prometheeのように， Gideは，持
ち前のイロニーと，特異な喜劇的感覚に依存する。しかも彼のイロニーは，読者のイロニーを
予想したものであった。これは，心理作家の系列に入るべき PaulBourgetなどの場合とは，
全く異ったものである。因みに Gideは，この作家について「彼の作品のくまじめくさった〉
様子すらも，見る人を苦笑させる。そして，自分自身に対する皮肉の欠如は，直ちに読者の皮
肉を招くであろう。また，すでに招いているのだ。まじめくさった作品ほど，老衰しやすいも
のはない。」Rと述べているが，このことばが暗示しているとおり， Gideの作品にあらわれた
イロニーは，しばしば彼自身に向けられている。そして，この事実は，作家たる Gideが，ニ
つの基本的な道徳上の必要事項ー一つまり真摯性と公正一を履行していることを物語るもの
である。
Gideの小説のおのおのが，＜告白〉の行為のあらわれであるからには，その告白の誠実さを
保持するものは，イロニーのなかに存するのである。それというのも， Gide自身が，「完全な
誠実さ，私の考えるところでは，もっとも勇敢な，もっとも価値あることをなし得る誠実さ，
たんに行為そのものの誠実さではなくて，動機のそれは，もっとも継続的な， しかし貪欲なと
ころはいささかもない努力と，もっとも聰明な洞察力（つまり，もっとも自己満足の影のない）
と，最大の皮肉とによってしか得られない，と私は理解するにいたったのだ。」Rと述べている
からである。さらにまたイロニーは，自己矯正の作用をおこない，作者の思想を，そのもっと
も真実な形態に遠元するのである。自分の思想のもっとも偉大な真摯性を成就するための
Gideの努力を知覚した JacquesRiviereは，これを「自己修正，自己反発，自己壊滅のカ
によってのみ，自己発展を遂げる思想」Rと名づけている。
自己のイメージにしたがって多くの主要人物を創造し，極端な性格を附与したために，その
人物を破局へと追いやっているあいだに， Gideは彼等から自分自身を引き離すことによって，
自己の公正さを維持しているのである。 これは， Gideのイロニーがもっ，もう一つのアスペ
クトである。これを論証するのには，二つの例で十分であろう。たとえば ~La Porte etroi-
te• の Alissa の湯合，もしもわれわれが，創造者の精神内での彼女の出生を，初期の~Jour­
nal• に含まれる ~Feuillets►の一節に帰することができるとすれば，彼女は，決定的な形態
を帯びる以前にさえ，非難されるべきものをもっていたといえる。 「いま私は思うのだが，人
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間には選択などできなくて，いつも一番強い誘惑に負けて行動するものだ。自己放棄にして
も，自尊心の誘惑なのだ。あるいは恋愛の情熱なのだ。」Rあるいはまた，同じ断章のなかに，
<L'Immoraliste• の Michelの悲劇的な欠陥も，明確な形をとるはるか以前に，未完成な
姿で示されている。 「行動の自由も，大いなる欲望，大いなる情熱，不断の意志が，これを導
いているあいだはまだいい。ところが，私の場合はそうではないのだ。私は，私のすべての欲
望のおのおのに同じように市民権を与え，同じようにこれを受け入れてしまったので，いまそ
のすべての欲望が，時を同じくして，いっせいに最上の席を要求している始末だ。艮要するに，
Gideの創作活動が最高頂に達していた時期の<Journaldes Faux-Monnayeurs• にも，「私
が自分の肉体を材料にして刻み上げた作中人物のおのおのに欠けているものは，ほんのわずか
の常識だけだ。これあるがために，彼らの向こう見ずの無分別が，私にはできないのだ。」⑲ と
述べられているとおり， Gideの主人公たちの破滅は，この常識の欠如によるものであった。
自分自身のカタルシスを作品のなかに導入した作家にとって，危険なことは，自己暗示のプロ
セスにおいて，彼が，自分の創造した過激な主人公に似る傾向がある，という点である。実際
的に悲劇から恩恵を受けるために，その悲劇の主人公たちと，自分自身とを同一視しようと努
めなければならない演劇の観客とは反対に， Gideの努力は，心のなかでは全く同じ目的をも
ちながら，作中人物から自分自身を引き離す方向に向けられる。そして Gideは，彼流のイロ
ニーによってこれをおこなうのであり， したがって， このイロニーは， Gide的カタルシスの
必要条件なのである。さらにつけ加えるならば，イロニーを用いて作中人物から離反するとき，
読者に，フィクションの形で暗示される思想一ーとりわけ，その道徳に関する部分—を，ょ
りよく説明することになるのである。直接読者に呼びかけるよりも，できるだけ小説風の作品
を書こうとする Gideの意図も，そこにあったわけである。このことは， Mもnalqueについて
の次の一節からも十分証明され得るであろう。 「M如alque の風貌は， <L'Immoraliste►の
なかでの方がよく描かれている。 <Les Nourritures terrestres• のなかにおいては， Mも
nalqueの風貌は， ある点において私のそれと入り交り， 私の取ろうとする方向を誤らせる危
険がある・・・・」＠
?
イロニーと喜劇的感覚との隔差は，ときには不明瞭なものであるが，とにかくわれわれは次
のように考えることもできるであろう。すなわち Gideは，イロニーを通じて，読者の協力を
正しい方向に向ける手助けをしながらも，反面，喜劇を通じて，読者を共犯者になるように誘
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惑しているのである。 Bergsonが笑いの社会的機能＠と呼んでいるものの力を借りて， Gide
は，楽しんでいる読者をそそのかし，自分の側に引き入れようとする。さらにまた，喜劇のも
つ「無感覚さ」 (insensibilite) —理性の対立概念としての感覚の不在一のために，あるい
は， ~Le Rire• の著者によれば， 「喜劇は純粋な知性に訴える」ものであるがために，こう
して作者は，もっとも貴重な自己の思想に具体的な形を与える作中人物に，ある種の客観性を
もたせているのである。そして同時に彼は，同情心に駆られ易い自分の傾向を犠牲にして，読
者の思考能力を刺戟しているのである。注目すべきことは，フィクションの世界のなかで， し
ばしば Gideは，もっとも悲劇的な強烈さでもって彼の心をとらえるものを，もっとも喜劇的
に表現している点である。たとえば~Le Rromethee mal enchaine• の場合のような， Paul
Valもryが「この暗いドラマ」 (cesombre drame) と呼んだ，不調和な「茶番劇」 (sotie) 
がその典型である。＠
結論的にいえば， Gideの美学理論の中核には，例の「神の部分」が横たわっているのであ
って，これこそが， Gideをフランス的な意味における古典主義者の列に加えるものである。
そして芸術の機能に関する Gide的な概念も，彼が自分の特殊な問題に帰そうと努めるところ
の普遍性Rによって，また，彼の作品の主題たる「人間」⑪ によって，さらには，モラリスト
としての彼の教育的態度によって，やはり古典主義的なものである。高潔で峻厳な青年が，過
去の物質的，精神的な安楽を棄てて，ひたすら生命のよろこびに耽るように，一つの新しい道
徳上の信条を確立することにおいて， Gideは新しい自己の態度を正当化しようとするのであ
る。革命的な社会の変動にも関連する，このような道徳上の信条は，そのとき彼が制作をはじ
めていたいくつかの作品のなかに，暗に含まれている真のエッセンスなのである。
注
① しかし Gideは， このときの悲痛な惑情を次のように語っている。 Je ne dis pas adieu au 
Christ sans une sorte de dechirement; de sorte que je doute a present si je l'ai jamais 
vraiment quitte. (Si le grain ne meurt p. 290.) 
R 1911年6月4日付けの PaterneBerrichon宛ての手紙。 YvonneDavetのAutourdes Nour-
rituresに引用されている。 p.42. 
⑧ 1894年9月3日付けのPaulValery宛ての手紙。 (Gide-Valery: Correspondance) 
④ Andre Gide : Journal (ed. Pleiade), p. 30. 
⑥ op. cit. J'eus une sorte de revelation. 
⑥ NouヵelleReヮueFranfaise : 1932年3月号。
⑦ Andre Gide : Si le grain ne meurt ((EuヵresCompletes X. —以下 O. C. と略す）， p.301. 
⑧ Andre Gide: Les Nourritures terrestres (0. C. II.), p. 221. 
⑨ Andre Gide : Si le grain ne meurt (0. C. X.), p. 435. 
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⑩ ibid. p. 435. 
⑪ cf. ibid. p. 436. 
⑬ Andre Gide : ,Journal (ed. Pleiade), p. 95. 
⑬ ibid. p. 96. 
⑭ ibid. p. 96. 
⑮ Quiconque aura quitte, a cause de mon nom, ses freres, ou ses sceurs, ou sa mere, ou 
sa femme, ou ses enfants, recevra le centuple. 
⑯ Andre Gide : Journal (ed. Pleiade), p. 97. 
⑰ Yvonne Davet : Autour des Nourritures terrest1・es, pp. 49~50. 
⑱ ibid. p. 50. Ses pensees !es plus cheres, !es plus graves, a present rassurees, enhardies, 
peuvent desormais se passer de tuteurs. 
⑲ ennemiや adversa ireは， Satan を意味するヘブライ語の直訳である。 (GeorgesI. Brach-
feld : Andre Gide and the Communist Temptation, p. 25.) 
⑳ Andre Gide: Journal (ed. Pleiade), p. 50. I me semble que Paludes etait une reuvre 
de malade, a sentir a present la peine que j'ai de m'y remettre. C'est une preuve, 
retournee, que je vais bien 1!present; l'enthousiasme lyrique ne m'abandonne pas un 
instant et ce que j'ai le plus de peine a ecrire, c'est cette ceuvre si volontairement 
retrecie. Enfin je ne souffre plus de ce qui me poussait a l'ecrire; c'est une sorte 
d'exhumation. 
@ cf. Andre Gide: A Propos des "Deracines" (0. C. II.), pp. 437~444. 
⑲ Andre Gide : Si le grain ne meurt (0. C. X.), p. 364. 
⑱ ibid. p. 413. 
⑭ ibid. p. 414. 
⑮ loc. cit. 
⑯ Andre Gide: Les Nourritures terrestres (0. C. II.), p. 173. 及び .Journal(ed. Pleiade), 
p. 39. 
⑰ Andre Gide : Les Nourritures terrestres (0. C. II.), p. 149. 
⑱ Francis Jammes-Andre Gide: Correspondance, 1893-1938, pp. 298~299. 
⑲ Reponse a lalettre du Faune (Le Spectateur Catholique, 1897年9月．）
⑳ Andre Gide : Les Nourritures terrestres (0. C. II.), p. 218. 
(@ Andre Gide : Si le grain ne meurt, (0. C. X.), p. 316. 
⑲ Yvonne Davet : Autour des Nourritures terrestres p. 65 .... etat de dialogue : ivient d' 
une penetration, d'une comprehension toujours plus grande et surtout plus profonde des 
croyances et des morales d'autrui. .. Je sentis de plus en plus que ce que j'avais de 
mieux en moi, c'etait .. cette possibilite de sympathie qui rappellerait celle du came-
Jeon. なお, Gide特有の sympathie全般については． 拙稿「アンドレ・ジィドの sympathieに
ついて」（日本フランス語・フランス文学会編「フランス文学研究， 1957」)参照。
@ 1897年12月1日付けの手紙。 Yvonne Davet : Autour des Nourritures, p. 168. 及び Gide-
Jammes : Correspondance, p. 130. 
⑭ Andre Gide : O. C. I. p. 481. 
⑮ 1932年7月18日付けの手紙。 YvonneDavet : Autour des Nourritures terrestres, p. 89. 
⑯ Andre Gide : Journal. (ed. Pleiade), p. 94. 
⑰ Andre Gide : O. C. VI. p. 135. 
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⑱ Andre Gide: O. C. V. p. 271. 
⑲ Andre Gide: Journal (ed. Pleiade), p. 991. 
⑩ Andre Gide: 0. C. IV. p. 384. 
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@ L'hypocrisie est une des conditions de !'art. (De !'importance du public, ibid. p. 192.) 
@ Jean Lacazeの Chantdu departに対する序文のための手紙 (1947)。
⑬ L'etoffe dont nos Iivres sont faits ! 
⑭ Une dependance de I'Esthetique. (Chronique de L'Ermitage, 1947年 1月） 0. C. IV. に収
録 (p.387.) 
⑮ Andre Gide : Dosto'i⑪ sky (0. C. XI. p. 150.) 
⑯ Andre Gide : O. C. I. p. 376. 
@ ibid. p. 369. 
⑱ Andre Gide . 0. C. XII. p. 15. 
⑲ ibid. p. 558. 
⑲ Andre Gide : Journal (ed. Pleiade), p .. 821. 
I@ ibid. p. 170. 及び， Billetsa Angele. (0. C. XI. p. 36.) 
⑲ le meilleur representant du classicisme (Billets a Ang庫〔0.C. XI.〕)， p.36. 
⑬ ibid. p. 40. 
⑭ Je voudrais ecrire tel livre .. ou tu croirais ne voir que la projection de ta propre 
ferveur. (L~s N:Jurritures terre;tres, 0. C. I. pp. 65~66.) 
⑮ Yvonne Davet : Autour des Nourritures terrestres, p. 66. 
⑮ ibid. p. 67. 
⑰ Blaise Pascal : Pensees et Opuscules (ed. classique Brunschvicg) 
⑱ Andre Gide : Journal (ed. Pleiade), p. 641. p. 933. 及び 0.C. X. p. 341. 
⑲ Charles Du Bos宛ての手紙。 1920年秋。 (0.C. X. p. 549.) 
⑲ Joe. cit. ... n'est it proprement parler que Ia projection d'une angoisse personnelle 
particuliere. 
⑪ Andre Gide : Journal (ed. Pleiade), p. 991. 
⑲ ibid. p. 776. 
⑬ Jacques Riviere: Et叫 es,p. 224. 
⑭ Andre Gide : .Journal (ed. Pleiade), p. 47. 
⑮ ibid. p. 47. 
⑮ Andre Gide: Journal des Faux-Monnayeurs (0. C. XIII.), p. 52. 
⑰ Andre Gide : .Journal (ed. Pleiade), p. 1222. 
⑱ Henri L. Bergson : Le Rire, essai sur la signification du comique, pp. 4~8. 
⑲ Andre Gide-Paul Valery: Correspondance, p. 346. 
⑳ たんなる希望の段階だとしても， Gideは Interviewsimaginaires (New York, Pantheon 
Books)のなかで， Gretheに関しておこなったこのような批評を結局は，自分自身に帰しているの
ではないだろうか。 AvecJui, le'je'tout aussit6t se magnifie. La generalite se livre dans 
l'individuel : ou plut6t : l'individuel s'affirme en symbole d'une verite universelle dont 
i manifeste l'essence. (p. 131.) 
⑪ Andre Gide : Journal (ed. Pleiade), pp. 343~344. L'Harmonie parfaite toujours ima-
ginaire me plaisait moins que la deformation hargneuse de cette harmonie selon une 
personnalite .... La trace de l'homme etait ce que je cherchais dans touteぽuvre.
